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1.はじめに
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本マニュアルは、長崎大学の取り組みである、インテリジェント養殖を基軸にした
「ながさきBLUEエコノミー」形成拠点において収集される生簀内外のさまざまなデータを
記憶・管理し、利活用を行うことができるデータ利活用基盤の操作マニュアルとなります。

本節では、管理者が操作できる各システムの概要について説明いたします。
下図は本システムの構成図です。

次ページより、管理者が操作可能な、下記システムの概要について説明いたします。
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1 ランディングページ システムにブラウザでアクセスした時に最初に表示されるページ

2 CKAN データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア

3 KEYCLOAK ユーザ管理、権限管理の機能を有するソフトウェア

4 Kibana ログデータ可視化の機能を有するソフトウェア

5 Node-RED データの結合を行うためのツール

1.1 概要



1.1 概要
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1.ランディングページ
システムにブラウザでアクセスした時に最初に表示されるページ（トップページ）で

システム管理者、ログインユーザ、一般利用者は同じランディングページを利用します。

①研究データを探す
「一覧から探す」「研究室から探す」「カテゴリーから探す」の
3種類のボタンから研究データを検索できます。

②マイページボタン(管理者、研究者のみ表示)
ログインページに遷移します。
ログイン後は、ログイン後に利用出来る機能がひとまとめになった
ページ(マイページ)を開くボタンとなります。

③産学連携、データ利活用基盤のご説明
本システムについての説明が記載されます。
ボタンを押すと、長崎BLUEエコノミーのホームページへ遷移します。

④バナー広告エリア
大学の他の研究や告知したいことがあれば画像バナー広告を表示すること
が可能で、何も登録されていない場合はこのエリアは非表示になります。

⑤人気タグ
研究データに設定されたタグのうち、アクセス数が多いタグ名を
テキストで表示します。
タグ名をクリックするとタグが付いた研究データの一覧に遷移します。

⑥最新のアップロードデータ
ログインユーザによりアップロードされた研究データのうち、
最新の研究データを一覧で表示します。
研究データ名をクリックすると研究データの詳細のページへ遷移します。

⑦研究室、研究一覧
研究室、研究内容の一覧を表示します。
研究室名あるいは研究内容名をクリックすると、それぞれに関わる
研究データ一覧ページへ遷移します。

⑧フッターエリア
利用規約、お問合せ、APIについてのボタンが配置されます。

⑨外部リンクエリア
長崎大学WEBサイトとながさきBLUEエコノミーのリンクバナー
が配置されます。
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1.1 概要

2.CKAN
データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア。
【組織 → ユーザ → データセット → データファイル】の順番でツリー構造になっており、
ユーザは組織に所属し、自身が所属している組織にデータを追加し公開することができます。
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1.1 概要

組織

・作成はシステム管理者、CKAN管理者が行い、特定のログインユーザに管理権限を与える
・一般ログインユーザは組織の作成はできない
・権限の与えられたユーザは所属する組織内に追加されたすべてのデータセットの編集権限を持つ
・自身の管理する組織に別のユーザを招待することができる

グループ
・組織の管理者権限のあるユーザが自由に作成し編集できる
・同じ研究室内で複数の研究がある場合に利用することを想定
・自身の管理するグループに別のユーザを招待することができる

データセット
・同一研究の複数のデータをまとめるためのコンテナ
・自身が所属する組織内にユーザが自由に設置できる
・管理者はデータセットに別のユーザを招待することができる(研究者を限定したデータ公開に利用)

本システムでは、CKANを以下のように設計しております。



ログインができないユーザ。一般利用者。

メールアドレスとパスワードを使ってCKANにログインができるユーザ。研究者。

CKAN上で行えるすべての権限を持つユーザ。ログインユーザのできることに加え、組織作成が行える。

システム全体のすべての権限を持つユーザ。ユーザの作成、複雑なデータ操作、ログの閲覧ができる。

Node-Redにログインしてデータの結合ができる。CKANのログインユーザとは別の管理になる。

ユーザの種類

ユーザごとの権限

ログインユーザ

CKAN管理者

システム管理者

Node-Red利用者

△

△

◯ ：実行できる △：組織の権利権限がある場合のみ実行できる

△
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一般ユーザ

1.2 ユーザの種類とできること



ブラウザからシステムにアクセスするためのURLは以下の通りです。

1 ランディングページ https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/

2 ユーザログインページ https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login

1. ランディングページ
一般利用者が最初に開くページ（トップページ）

2. ユーザログインページ
ログインユーザがCKANにログインするためのページ
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1.3 システムへのアクセス

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/
https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/user/saml2login
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1.4 公式ドキュメント

本システムで利用しているソフトウェアの詳細な利用方法については、
開発者の提供する公式ドキュメントをご参照ください。

データカタログ（CKAN）
https://docs.ckan.org/en/2.10/

https://docs.ckan.org/en/2.10/


2.CKANの利用方法
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2.1 CKANの構成

CKAN
データの公開・共有・発見・活用をしやすくする機能を有するデータカタログソフトウェア。
【組織 → ユーザ → データセット → データファイル】の順番でツリー構造になっており、
ユーザは組織に所属し、自身が所属している組織にデータを追加し公開することができます。

組織

・作成はシステム管理者、CKAN管理者が行い、特定のログインユーザに管理権限を与える
・一般ログインユーザは組織の作成はできない
・権限の与えられたユーザは所属する組織内に追加されたすべてのデータセットの編集権限を持つ
・自身の管理する組織に別のユーザを招待することができる

グループ
・組織の管理者権限のあるユーザが自由に作成し編集できる
・同じ研究室内で複数の研究がある場合に利用することを想定
・自身の管理するグループに別のユーザを招待することが招待ができる

データセット
・同一研究の複数のデータをまとめるためのコンテナ
・自身が所属する組織内にユーザが自由に設置できる
・管理者はデータセットに別のユーザを招待することができる(研究者を限定したデータ公開に利用)

本システムでは以下のように設計しております。

組織の権限は3種類あり、それぞれで行えることが変わります。

管理者(admin) 組織内のすべての権限を有する メンバーの招待ができる グループの作成ができる

編集者(editor) 組織内のすべてのデータセットの閲覧、作成、編集、削除ができる

メンバー(member) 組織内のすべてのデータセットの閲覧ができる

CKANの詳しい利用方法は公式ドキュメントを参照ください。
https://docs.ckan.org/en/2.10/

https://docs.ckan.org/en/2.10/
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下記のいずれかの方法でデータセットの検索ができます。

■ランディングページより検索する場合
「①一覧から探す」「②研究室から探す」「③カテゴリーから探す」のいずれかを
押下します。

■CKANより検索する場合
ページヘッダーの「①データセット」「②組織」「③グループ」のいずれかを押下します。

【Note】
ランディングページで「①一覧から探す」を押下する場合も、
CKANで「①組織」を押下する場合も同じ検索ページに遷移します。②③も同様です。

すべてのユーザ

2.2 データセットの検索
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■「①一覧（データセット）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。データセット一覧が表示されます。
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■「②研究室（組織）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。組織一覧が表示されます。

該当の研究室（組織）を押下すると、該当の研究室（組織）で作成したデータセット
のみが一覧表示されます。
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■「③カテゴリー（グループ）から探す」を押下した場合
下記の画面に遷移します。グループ一覧が表示されます。

該当のカテゴリー（グループ）を押下すると、カテゴリー（グループ）で作成した
データセットのみが一覧表示されます。
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■データセットの検索
データセットの検索方法について説明します。

１

７
８

２

３

４

５

６
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1. 公開非公開
「一般公開」「ログインユーザ限定」「組織内限定」「非公開」を選択できます。
いずれかを押下すると、選択した公開範囲が設定されたデータのみ一覧で表示できます。

2. 組織
表示されているデータセットに関連する組織の一覧を表示します。
各組織の名称の右側に、組織に登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでその組織に登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

3. グループ
表示されているデータセットに関連するグループの一覧を表示します。
各グループの名称の右側に、グループに登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでそのグループに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

4. タグ
表示されているデータセットに関連するタグの一覧を表示します。
各タグの名称の右側に、タグに登録されているデータセットの件数を表示します。
押下することでそのタグに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示できます。

5. フォーマット
表示されているデータセットに関連するフォーマットの一覧を表示します。
各フォーマットの名称の右側に、各フォーマットのデータセットの件数を表示します。
押下することでそのフォーマットに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示
できます。

6. ライセンス
表示されているデータセットに関連するライセンスの一覧を表示します。
各フォーマットの名称の右側に、各ライセンスのデータセットの件数を表示します。
押下することでそのライセンスに登録されたデータセットに絞り込んで一覧を表示
できます。

7. データセット検索
テキストエリアにテキストを入力して虫眼鏡ボタンを押すと、現在表示されているデータ
セットの中から入力したテキストに関連したデータセットのみを表示できます。

一般公開 ログインしていない一般ユーザも閲覧ができる

ログインユーザー限定 研究者間のみの公開設定 ログインをしている全ユーザが閲覧できる

組織内限定 組織にメンバー登録されているユーザ、データセットに招待されたユーザ(3.16参照)のみ閲覧できる

非公開 データセットを作成したユーザのみ閲覧できる
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8. データセット一覧
該当するデータセットを一覧にして表示します。
表示されるデータセットの表示項目について説明します。

① 【公開範囲】
データセットの公開範囲が表示されます。

② 【名称】
データセットを作成した際に設定した名称が表示されます。
押下すると該当するデータセットの詳細ページ（3.13参照）に遷移します。

③ 【説明】
データセットを作成した際に設定した説明文が表示されます。
説明文が設定されていない場合は「このデータセットには説明がありません」と
表示されます。

④ 【フォーマット】
該当のデータセットに登録されているファイルのフォーマットを表示します。

⑤ 【登録者】
データセットを作成したユーザ名が表示されます。

⑥ 【グループ】
データセットが登録されているグループ名が表示されます。
データセットがグループと紐づいていない場合は表示されません。

⑦ 【最終更新日時】
該当のデータセットの最終更新日時が表示されます。

① ②

③

④

⑤

⑥

⑦

一般公開 ログインしていない一般ユーザも閲覧ができる

ログインユーザー限定 研究者間のみの公開設定 ログインをしている全ユーザが閲覧できる

組織内限定 組織にメンバー登録されているユーザ、データセットに招待されたユーザのみ閲覧できる

非公開 データセットを作成したユーザのみ閲覧できる
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データの閲覧方法について説明します。

1. 該当するデータセットの名称部分を押下します。

2.3 データの閲覧 すべてのユーザ
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2. 閲覧したいデータの名称部分を押下するか、 を押下し、 を押下します。

【Note】
自身に権限の無いデータはプレビュー、ダウンロードできません。
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3. 選択したデータを閲覧できます。
※ただし、一部形式のデータはCKAN上では閲覧できないため、ダウンロードして閲覧してください

URLを押下した場合も閲覧できます
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データをダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

2.4 データのダウンロード手順

データセットを選択
(3.12、3.13)

データをダウンロード
(3.24)

すべてのユーザ

2.5 データのダウンロード すべてのユーザ

データをダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

1. を押下し、 を押下します。

【Note】
自身に権限の無いデータはプレビュー、ダウンロードできません。
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データを複数ダウンロードする場合、以下の手順を実施します。

1. ダウンロードしたいデータの左側にあるチェックボックスにチェックをいれます。

2. を押下します。

3. 選択したデータがzip形式でダウンロードできます。
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システム利用者はフォームからシステム管理者に要望を送信することができます。

1. ご要望フォームをブラウザで開きます。
(https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/message)

2. 下記情報を入力します。

フルネーム：送信者の名前を入力します。

Eメール：送信者が受信できるメールアドレスを入力します。

本文：ご要望内容を入力します。

3. を押下して送信します。

【Note】
CKANフッターの「ご要望」から、ご要望フォームに遷移できます。

2.6 ご要望の送信 すべてのユーザ

https://blue-eco.idsci.nagasaki-u.ac.jp/message
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本システムでは、権限に応じてCKAN APIを利用することができます。
CKAN APIの利用方法は公式ドキュメントを参照ください。
(https://docs.ckan.org/en/2.9/api/)

本システム用に追加したAPIの仕様は次ページの「API仕様」参照ください。

2.7 APIの利用 すべてのユーザ

https://docs.ckan.org/en/2.9/api/
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